
番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

※評価…学校評議員の学校評価アンケート結果による

学校目標・経営方針   　　　自己の課題に積極的に取り組み創造性と個性豊かな生徒を育成する。 　　　　　　　　　　　　　　山梨県立甲府城西高等学校

生 徒 ・ 保 護 者 ・ 教 職 員 に よ る 評 価 学 校 評 議 員 に よ る 評 価

本年度の重点目標 年度末評価（2月19日現在） 実施日　（平成25年2月26日）

自己評価結果 評価

1
積極的に学ぶ生徒を
育成する

自ら学び、考える力を育成するた
め、学習指導の工夫・改善に努め
る。

教員同士の授
業見学期間の
設定

・相互授業参観を実施し、教授方法等につ
いて教員間で意見交換ができた。
・「先生方はわかりやすい授業をしてくれ
る」の生徒評価、「熱心に学習指導が行わ
れている」の保護者評価は年々向上してい
る。(H23:61%→H24:67%･H23:65%→24:69%)
・実力診断ﾃｽﾄは計画通り実施でき、課外
についても生徒が受講しやすい形で実施
できた。保護者65.2%・生徒78.6%・教員89%
が適切に行われたと評価した。
・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ･仕事体験講座及び上級学校
事業所連携授業のべ参加者は172名・360
名で、成果を上げることができた。

生徒

　　Ｂ

保護者

　　Ｂ

教員

　　Ａ

・来年度も継続し相互授業
参観を実施し、学習指導の
工夫改善をする。
・基礎学力を身につけさせ
るためにも「わかりやすい
授業」をさらに推進してい
く。
・学力向上のための課外
は概ね良好であったが、細
部（内容・実施方法）につ
いて改善を図る。

3

・社会で有用な人材育成のために卒業生のデータベース化を図り、卒業生へ
のインタビュー等行い、学校の事業・授業にフィードバックしてはどうか。
・進路実現、「無業」ゼロを目指すために、１年次からの取り組みを充実させ、
保護者に対しても企業理解を図る機会を設けることが大切である。
・進路の別に関わらず、インターンシップを実施し、企業との連携を図るのも
よい方法ではないか。
・図書室の利用が低い。評価の低い項目については、どのような取り組みを
したのか、経過がわかるように明示することが今後の改善につながる。

基礎的・基本的な学力を身につけさ
せ進路実現に結びつける。

実力診断ﾃｽﾄ
の実施、課外
の充実

体験的な学習を重視し、個性の伸
長を図る。

産社・総学に
おける体験的
学習の充実

2
規範意識を向上を図
り、社会性を育む

自己を正しく理解し、在り方・生き方
について考えさせる取り組みを実践
する。

各種講話の実
施及び作文指
導 ・４０分登校指導の定着で、昨年度よりさら

に遅刻が減少した。
・制服の着こなしの乱れもなくなり、落ち着
いた雰囲気になりつつある。
・「学校では互いにあいさつがよくできてい
る。」の生徒評価は80%近くなり、活気が出
てきた感がする。
・問題行動の減少と対照的に交通事故件
数が増加傾向にある。

生徒

　　Ｂ

保護者

　　Ｂ

教員

　　Ａ

・通学路危険マップの作
成、マナーアップ運動を通
しての登下校指導等、交
通事故防止のための指導
を強化する。
・「公正な態度で指導」「同
じ歩調で指導」について不
満を持つ生徒が４割弱いる
ことを改善するため、年次
間・分掌間の連絡を密にと
り全職員が連携を深める
努力をする必要がある。

3

・生徒が明るく元気に登下校し、部活動をしている状況から、全体に落ち着い
た学校環境が想像できる。
・生徒指導は大変だと思うが、生徒の品もよくなってきている。締め付けるの
ではなく、自由奔放な面があってもよい。
・交通事故増加の対応として、地域自治会と連携して警察等へ働きかけ、交
通環境の改善を図るのも一つの方法である。
・保護評価の低いものは、学校の情報が充分に伝わってないことも考えられ
るので、保護者への対応の工夫（メール配信等）が必要である。
・生徒指導の対応が先生によってちがうことは問題である。一貫した指導をし
て欲しい。
・保護者との信頼関係を深めるために面談の回数について検討して欲しい。
・一部の生徒・父兄・教師に問題が発生することは、他の社会にもよくあるこ
とで、その問題を全体の不安定要因として発展させない自浄能力・機能が発
揮され、今日があると考え、信頼している。
・甲府城西高校が一層発展するよう努力をして欲しい。

基本的生活習慣を確立させる。
遅刻指導、あ
いさつ運動の
充実

集団生活のルールやマナーを身に
つけさせる。

服装頭髪指
導、下校指導
の実施

生徒

　　Ｂ

保護者

　　Ｂ

教員

　　Ａ

・「保健だより」等を一括送
付時や三懇時に発送・手
渡しできるようにしたい。
・メンタルな問題の生徒に
対応できる空間の確保を
図る。
・さらなる入部率の向上を
図る。(特に女子)
・技術だけでなく、内面的
な部分の指導を充実させ、
「豊かな人間性」の獲得を
目指す。

・発達障害の増加に対応し、気軽に相談できる体制を整え、入学した生徒全
員を卒業させる方向で努力が必要である。
・前期入試を利用してスポーツを強くし、部活動全体の活性化を図って欲し
い。
・今年度の前期入試定員割れについて、広報活動等をさらに工夫して改善し
て欲しい。部活動を活発にして、豊かな人間

性を育む。
本校独自の強
化部の設定

3

健康と安全に対する意識を深める
取り組みを実践する。

保健講話、生
指講話の実施

・１年次ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ教育「体のﾘｽﾞﾑを知ろ
う」、２年次「薬物乱用節講話」、３年次巣立
ち教室「性教育」を実施した。
・ﾉﾛｳｲﾙｽ、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ集団感染に適切に
対応できた。
・部活動が活発になっている。今年度は文
化局の活躍も目立った。
・前期入試Ｂ推薦（部活動に積極的に取り
組む）の応募者が例年より少なかった。

・さまざまな機会をとらえ、地域との連携を深めるとよい。
我が国の文化や伝統に触れ、大切
にする意識を向上させる機会を設
定する。

産社・総学に
おける計画立
案

地域社会及び世界の諸問題に目を
向けさせる取り組みを実践する。

地域の諸行事
への参加

4
社会の問題を意識
し、積極的に関わる
態度を育てる

総合的な学習やLHRを活用し、
個々の進路を意識させる。

年次・学級単
位での計画立
案

・「産業社会と人間」「総合的な学習の時
間」で、福祉・地域・国際理解講話等、自主
性、考え方を育てる内容が実施できた。
・社会問題に対し、講話等、社会人から多
大な協力が得られ、生徒の成長に寄与し
た。
・荒川河川敷清掃活動でサッカー部が高校
生新聞社賞を受賞した。

　　　　　　４：良くできている　　　　　　　３：できている　　

　　　　　　２：あまりできていない　　　　１：できていない

平成 ２４年度　　山梨県立甲府城西高等学校学校評価報告書　　

心身を鍛え、豊かな
人間性を育む

生徒

　　Ｂ

保護者

　　Ｂ

教員

　　Ａ

3

※達成度…生徒、保護者、教職員による学校評価アンケート結果の平均値に基づき示した。

　　 Ａ：ほぼ達成できた（８割以上）　Ｂ：おおむね達成できた（６割以上）　Ｃ：不十分である（４割以上）　Ｄ：達成できなった（４割以下）

・「産業社会と人間」「総合
的な学習の時間」「課題研
究」「ＬＨＲ」等の内容を引
き続き研究、改善向上を図
る。

3


